




養殖アコヤガイ Pinctada fucata martensii による真珠生産は 1888 年に始まり、わ
が国のユニークな独占的産業として発展してきた。しかし、原因不明のアコヤガイの大































を試みた。網生簀内の Chlorophyll a 及び SS 量は付着生物のろ過作用により網生簀
外のそれに比べてそれぞれ約 1/3～1/2（採水試料の平均）に減少した。網生簀内で飼
育したアコヤガイは良好に成長し、大量死は発生しなかったが、網生簀外では貝の成長
は悪く、例年のように大量死が発生した（累積死亡率は 38、56%）。組織学的観察の結
果、網生簀外で飼育した貝では消化器官及びその他の器官の組織障害が顕著であり、観
察された病変は例年発生する大量死のそれと同じであった。網生簀内で飼育した貝では
組織障害の出現は稀で、障害の程度も著しく軽微であった。網生簀外で飼育した貝の体
組織の TBA 値は網生簀内のそれよりも有意に高かった。これらの結果から、大量死はア
コヤガイが過酸化脂質を含む SS を餌とともに摂取することにより発生することが強く
示唆された。 
第 4章では、魚類養殖において使用されるドライペレット及びモイストペレットにつ
いて、フィードオイルの流失と脂質過酸化について検討した。フィードオイルはペレッ
トの崩壊に伴って容易に流出し、懸濁物あるいはエマルジョン中の脂質は時間の経過と
ともに速やかに酸化され、過酸化脂質が生成することが明らかにされた。 
第 5章では、以上の結果を総合的に考察するとともに、大量死発生の背景として近年
の海面魚類養殖における技術面の変化を解析し、養殖アコヤガイの大量死は隣接する魚
類養殖による漁場汚染に起因すること、また、1990 年代から魚類養殖において多用さ
れるようになった配合飼料に含まれるフィードオイルに由来する過酸化脂質が大量死
を引き起こす原因物質である可能性が最も高いと結論した。 
 
